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　　『サント＝ブーヴに反論する』１）で、プルーストは｢ドストエフスキーのすべての小説は『罪

と罰』と呼ぶことができるかも知れない。｣と言っている。同様に、プルーストの小説、という

よりも書かれたものの総体は、罪と罰というテーマで括れるところがある。たとえば、『失われ

た時を求めて』２）における〈私〉につきまとう「自分は愛するものを殺してしまった」という後

悔の念。もちろん贖罪の物語と読む必然性はないが。ミシェル・ビュトール３）は、『失われた時

を求めて』の〈私〉がシャンゼリゼで、ジルベルトと性的匂いがするとっくみあいをするエピソー

ドをとりあげて、「エデンの園であるシャンゼリゼはペストに汚染された庭となる。とがめられ

るべき話者は罰という病気に冒される。」としている。実際、〈私〉はこの挿話のあと病気になる。

ここでも、罪と罰というテーマがみられ、この性的あやまちから、禁じられた未知の世界、ソド

ムとゴモラの地獄へと降りてゆく、この意味で、目に見えるレフェランの下にはほかのもうひと

つの神話的図式がひかえている。われわれは、プルーストの読書体験のひとつであるバルべー・

ドルヴィイの『深紅色のカーテン４）』を例にとってこの問題にふれてみたい。結論を先どりすると、

最初期の段階からプルーストはバルべーに注目し、そこから芸術創造のエネルギーのひとつをす

くいとったのではないかということである。

　『囚われの女』の最後の方に、〈私〉がアルベルチーヌと会話をする場面がある。概要はつぎの

如くである。〈私〉は、音楽家ヴァントゥイユの全作品をひきあいにだして、音楽についてあて

はまることは文学にもあてはまるとしてつぎのように結論づける。

　「偉大な文学者たちは、ただ一つの作品しかつくらなかった。というよりもむしろ、彼らがこ

の世界にもたらす同じ一つの美を、さまざまな作品を通して表現したのだ。５）」

　ヴェルデュラン家で少し前に聞いたヴァントゥイユの七重奏曲がその例である。

　「同じ小楽୯が։なった場を通じてߠ୬されたࠁであらわれる」ことを〈私〉はঐഊする。ヴァ

ントゥイユのこれらの楽୯は音楽家の〈ങ߿としての楽୯〉なのだ。アルベルチーヌは「文学」

でも同じなのかと〈私〉にଂ͇る。〈私〉は「文学でも同じことさ」と൞える。そして、トーマ

ス・Χーディ、スタンΘール、ドストエフスキーのڎ例をあげるのだが、ま̴バルべー・ドルヴィ

イの例からইめる。「ヴァントゥイユにはいくつかの〈ങ߿＝楽୯〉があるでし͡う。͇え͖く

のかわいいアルベルチーヌ、あなたが͖くと同じように気づきはじめたあれらの〈ങ߿＝楽୯〉は、

ソ΢タのなかでも、七重奏曲のಎでも、ほかの作品のಎでも、みんな同一でし͡う。それはたと

えば、そうだな̛、バルべー・ドルヴィイについていうなら、一つのかくされた現実が、あるߓ

体的なउ୥でཕႺされる、といったことにあたるでし͡う。ߓ体的なउ୥、つまりེ༹にかかっ
・ ・ ・ ・ ・ ・

た女
・ ・

とか、エι・ド・スΩンスとか、ラ・·υΛトとかの୆ၑ学的な୤さ、『深紅色のカーテン』

に੄てくる਀などです。そのఈ、ࡣいਠࡣ、۝い໓ਠ、ࡣい言ဩ、ଡ଼からのܗ։な૖ުです。そ

れから、地ࡓのဧবいたちが࢛づたえにしてきたႤঃとか、イギリスのかおりがただよい、ス
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コットランドの村のようにこぎれいな、ノルマンディーの高貴な町々とか、人間がどうしてもさ

からえない呪いの原因とか、またラ・ヴェリニとか、ル・ベルジェとかです。さらには『年を

とった愛人』のなかで夫をさがす妻の場合にせよ、『魔法にかかった女』のなかで荒野を駆けめ

ぐる夫の場合にせよ、ミサから出てくる魔法にかかった女
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自身の場合にせよ、いずれも同じ不安

感がどんな章句にもただようでしょう。６）」

　バルべー・ドルヴィイのプルーストに対する影響、とりわけ『深紅色のカーテン』の特徴的な

それについて考えてみよう。プルーストは、1889年に再版されたアルフォンス・ルメール版で、

『レ・ディアボリック７）』（1894年）を読んだ。プルーストはかれの作家生活を通じてこの小説

集をくりかえし参考にする。書簡では、1898年、ロベール・ド・モンテスキゥ宛、1904年から

1905年にかけては、ボードレールとフローベールに関して、バルべーを参照しながら論評する。

プルーストがバルべーの作品を集中的に読むのは1909年頃である。かれは、バレスの論文を書

簡の中でとりあげ、さらに『サント＝ブーヴに反論する』でバルべーにふれ、「1908年の手帳」

ではバルべーに関する記述は４ページになる。バルべーの小説作品に関するプルーストの注の

中に、『囚われの女』にあらわれる分析につながる萌芽がみられる。さらに、それはジャン＝ルイ・

ヴォドワイエ宛の1912年の手紙８）にあらわれる。とにかく、バルべーの人となりと小説作品は、

『失われた時を求めて』執筆中のプルーストの心に一貫して存在していたことは確かである。

1914年、プルーストは『騎士デ・トゥーシュ９）』の二人の登場人物に言及している。1915年以

後、プルーストの書簡にはバルべーの名はしばらく出てこない。今度は、ゴンクール賞受賞作家

プルーストとバルべーの比較を外側からする人間もあらわれる。1920年、マルセル・ブーラン

ジェは『コメディア』の中で『花咲く乙女たちのかげに』に言及し、プルーストの作品を「バル

ベーだけがふみこむことができたページ」に比較し、その大胆さを強調する。フィリップ・コル

ブもシャルリュス男爵と〈私〉の出会いの大胆さを強調する。

　とこͧで、『レ・ディアボリック』のཙ൮におかれた『深紅色のカーテン』との関߸でプルー

ストにおけるခऻ଻の感ૂが文学஻௮にঁࠣをဓえるプロセスについて࠿൦してみよう。これ

は、『楽しみと඾々 10）』ਫ਼ਓの「৹いྲの࣬ฒ11）」にはじまり、『失われた時を求めて』をつら͆

き、͌ とつの大きなテーマである心ૂの間ᗰOこの小説のもとの௙ఴPにつながる。『深紅色のカー

テン』はつぎのように始まる。地༷ಛ在の৹い߳人がྦྷ家にฑまっている。つつまし͞かでܰ௱

ୃしい中ॲݭٴの家௼。صݝ中にඏட、਽৽のもの୓かなྲ、アルベールチーヌがܦってくる。O

以後、バルベーにおけるアルベルチーヌをアルベルチーヌŐ P、プルーストにおけるアルベル

チーヌをアルベルチーヌO˞ Pと記すPၰ૶はアルベルチーヌŐ Pをੀめて、アルベルトとࡤんでい

た。　ものおじしない಼קした不感さで、アルベルチーヌŐ Pは、その家にฑっている৹いݖをྛ

თし、ၰ૶のいるஜでテーブルのئのかれの手をとるという࣐ևに出る。͞がて、๞女はかれの

໐ؚに一੣になりに、ၰ૶の໐ؚを通りาけるというࡏܓをཙして͞ってくる。しかし、ある࿡

༴သのष中、アルベルチーヌŐ Pはඏடঘ͆。৹৪は൪げる。かれ自身はその後のდのなり͠き

をけっして౶ることはない。のちに（物ࢊのਞわり߃く、ٝࡺ的エクリチュールにおいて）中年

というよりも年Ⴧいた名うてのドン・ジュアンが、დ৪に自分のおどͧくべき人生の出อതをࢊ

るのだ。დ৪とドン・ジュアンが会する෯৬はある࿡一つの中ࠑ地にとまった。深紅のカーテン

で໾められた࢕が͠れるௗは、この奇ྥなཙࡏのໍరとなった໐ؚのそれなのだ。『深紅色の

カーテン』のアルベルチーヌŐ Pの手について、『囚われの女』の〈私〉はアルベルチーヌO˞ Pと

დす。『失われた時を求めて』のアルベルチーヌO˞ Pの手もその手にযてたくましい。『失われた
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時を求めて』においてしばしばそうであるように、レフェランは巧妙に隠匿されたほのめかしを

含む。バルベーは、この手を「この手、少し大きく、男の子のように強い」「いささか厚い手」

と表現する。プルーストはすでに、「1908年の手帳」で「『深紅色のカーテン』の手」にふれて

いたことから推測するに、バルベーにおけるアルベルチーヌ(Ａ)の手は早い時期からブルースト

の注意をひいていたものと思われる。おそらくそれが男のような手だからだ。

　ところで、バルベーはおそらくホモセクシャルだといううわさが当時流れていた。このうわさ

がプルーストの注意をひいた事実は、二回模作されたゴンクールの『日記』によって知られる。

　1985年5月12日、エドモン・ド・ゴンクールはバルベーにたいする当てこすりを日記の中にし

るす。　「かれ(バルベー)は婦人用のぴっちりしたコートを着ている。それはペチコートをつけて

いるようにかれの腰をふくらませている。そして、白いウールのズボンをはいている。それは小

さいバンドのついたメルトンのズボン下のようだ。このおかしな男色家の下には、洗練された作

法をそなえた、女にやわらかに話しかける習慣をもつもう一人の男がいる。12）」これは、プルー

ストが描くシャルリュスの似姿だ。この奇妙な人物、バルベー、おそらく実生活のそれではない

バルベーがエドモン・ド・ゴンクールによって語られる。プルーストとバルベーの比較をうなが

すのはシャルリュスという登場人物であることにわれわれは気づく。ここで、ベルゴットの最期

をおそう悪夢を思いだしてみよう。「死に先立つ何か月かの間、ベルゴットは不眠に悩んでいた。

そして、悪いことに、眠るとすぐに悪夢が、おきていたなら、かれが再び眠るのをさまたげた13）」。

ゴンクールはバルベーの同じような打ちあけばなしに気づいていた。ゴンクール自身もつぎの

ように告白している「私の夜は悪夢でいっぱいで、とても不安なので、眠るのがこわい。バル

ベーは何年間かまえに同じ不安を私に話したことがある。」バルベーは1889年に死ぬ。エドモン・

ド・ゴンクールは、1896年に死ぬ。アルベルチーヌ(Ａ)の男性的な手を出発点とするこれらの事

情を単純化すれば、バルベー→ゴンクール→プルーストという回路が成り立つだろう。

　プルーストは、1889年の手もとの版で、『深紅色のカーテン』を読んだであろう。そして、

1898年、ロベール・ド・モンテスキゥにその小説のタイトルを告げる。ところで、この２つの日

付けの間に、かれ自身1896年に『楽しみと日々』を出版した。そして注目すべきは、10頁ほど

の「若い娘の告白」と題された中編小説である。この若書きと、『深紅色のカーテン』との比較

によってプルーストの短いテクストが後の７巻の円環小説をいかに育んだか、また同時にいかに

深い罪悪感が文学創造のひとつの源となったかをみることができる。その小説のタイトルに

なっている娘は母親にかわいがられ、苦痛なしには母親と離れることができない。就寝前のキス

を待ち、自分の意志のなさに不安がり、大胆で堕落した少年たちによってその点からみれば早い

時期からわき道に逸れている。彼女の母親は心臓病にかかっている。娘は自分のあやまちを後

悔している。そのあやまちは秘密にされていた。そして人にすすめられた最初の求婚者を婚約

者として受け入れる。しかし、家族のお祝いの最中、婚約者のいない時、昔の誘惑者が隣の部屋

に彼女を呼びよせる。抱擁の最中に、娘はバルコニーに出ている母親に気付く。母親はかれらを

みとめ、手すりのさくに頭をはさみ死ぬ。

　この物語は、死に至る抱擁というテーマを通してもう一つの話と奇妙な類似を呈している。バ

ルベーの小説『レア』14）(周知のように、『失われた時を求めて』の副次的な登場人物、ジルベル

トの女友達で、ゴモラの体現者である人物が、これと同じ名前をもっている)においてすでに、た

んなるキスで女主人公の死がひきおこされていた。プルーストにおいては発作で死ぬのは母親

である。同じ有罪性が、バルベーにおいては恋愛をめぐって問題になっている。
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　アルベルチーヌ（Ａ）の両親の部屋を横切らなければならないという考え15）に話者は恐れをい

だく。両親はかれらの物音を聞くかも知れない。戸口の敷居のところではちあわせするかもし

れない。両親はこの光景にうちのめされるだろう。いずれにしても心臓の停止が女主人公を襲

う。ピストル自殺をはかった「若い娘の告白」の娘は「心臓の発作」によって告げられているま

ぢかに迫った自分の死を待っている。

　青年期のプルーストの創作活動を考えてみるととりわけ、同性愛に関する有罪性の感情という

コンテクストにおいて、〈心情の間歇〉のモチーフが生れ、1912年『失われた時を求めて』の総

題にそれが与えられる筈であった。しかし、結局は『ソドムとゴモラ』のなかのひとつの章のタ

イトルにおさまる。心情の間歇、それは愛する人を殺してしまうという有罪性と結びついている。

『失われた時を求めて』の根本的なテーマのひとつと思われるその生成過程をみておこう。心臓

の停止は『楽しみと日々』の著者であり、バルべーの読者であるプルーストにとって悲劇の象徴

であり、フロイトなら性的有罪性の幻想であるというだろう。作家はあからさまにはこの同質性

を名ざしはしない。しかし、それがかれの中でうごめいている証拠に、かれは心情の間歇という

表現の中に固有の意味、生理学暗示があることをつねに示唆する。cœ urには、心臓、心という両

義があることは言うまでもない。『スワン家の方へ』の出版が近づいているとき、プルーストはベ

ルナール・グラッセに「心情の間歇」という総題を放棄する旨を1913年５月に告げる。「もう心

情の間歇はありません。この変更は、その間に私が混乱した心と題されたビネ・ヴァルネール氏

の本が出版されたのを知ったからです。ところがそれは心情の間歇を特徴づけている同じ病的

状態へのほのめかしにちがいありません。16）」『楽しみと日々』における娘の母親の混乱した心、

『深紅色のカーテン』におけるアルベルチーヌ(Ａ)の心の惑乱、告白する有罪者の最期を予告する

病的状態。総題が変更されても「心情の間歇」が意味するものは保存されている。グラッセ宛の

プルーストの手紙は、付け加えてつぎのように言う。「私は２巻目のある1章に『心情の間歇』と

いうタイトルをとっておくでしょう。」

　この時点では『失われた時を求めて』の構想は３巻に分かれる筈だった。２巻目はのちの『ソ

ドムとゴモラ』になるだろう題材をカバーしている。つぎのことを思いだそう―問題の章「心情

の間歇」にバルベック２回目の滞在の最初、ショートブーツのひもをとこうとするとき祖母の思

い出を再びみいだす〈私〉が登場する。ところで、無意識的記憶によってここで再現される祖母

の死は『ゲルマントの方』の興味深いエピソードに挿入されている。ここでもシャンゼリゼでお

きた発作が問題となっているのだ。その時、〈私〉は友達に会いに行こうといらいらしていた。

「友人たちは、祖母の病気はたいしたことはないと思ったのか、あるいは病気だとは全然知りも

しなかったのか、あしたシャンゼリゼにぼくたちを迎えにきてほしい。そしてみんなで人を訪ね、

きみがよろこぶような郊外での夕食会に行こう、と誘うのだった。17）」〈私〉は記憶からこの状況

(祖母が苦しんでいるのに、自分は無関心であった)を隠蔽した。祖母の発作はこの待ちあわせと

同時におきた。この出来事を思い出す日に有罪性の感情が心情の間歇によってあらわれる。「私

の全人格の転倒、最初の夜から、心臓の疲れの発作に苦しみ、私の苦痛を和らげようとして、私

はゆっくりと慎重に身をかがめ靴をぬごうとした。しかし、ショートブーツの最初のボタンにふ

れるやいなや、私の胸は見知らぬ神聖な存在でいっぱいになり、ふくれ、嗚咽が私を揺らし涙が

私の目から流れた。」

　心臓のࡻ動の౯௽性は「心」と記憶の間歇性とႲ動している。またଡ଼の٣ࢃをてらしだす「ご

うまんでエゴイストでॼ࣯な若者の私の思考と言ဩのئには、私の祖母にযたものはࠨしてな
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かった。18）」次のことに注意しよう。前に『楽しみと日々』の中で娘が告白したのと同じように、

シャンゼリゼでおそった発作の有罪性というあの思い出を償うことができるのはこんにちなお

心臓の不調なのだということを。「決して彼女の顔のあのひきつりを消すことはなできないだろ

う。そして彼女の心のあの苦悩を、というよりも私の心の。19）」

　ところで、プルーストはバルべーに関する注の中で、バルべーの小説の技法の特徴に再三ふれ

ている。かれはそれを「生理学的はじらい」(pudeur physiologique)と呼ぶ。端的にいうと、そ

れをあからさまに名ざすことなしに肉体を喚起させるのだ。『囚われの女』でなされる〈典型文〉

の説明はつぎのように書かれてある。「物質的特徴によって明らかにされるかくれた現実、魅惑

されたもの、スペンスあるいはクロットに愛された人の生理学的赤さ、『深紅色のカーテン』の

手20）」このパッセージは「1908年の手帳」に素描されている。「この赤さという生理学的特徴」

に関する簡潔な文章の一行あとに次のような注がある。「かれ(バルベー)において興味深いこと

は、そこでは物質が、かくされているほかのものを喚起するということだ。テネーブル夫人や騎

士デ・トウーシュの言葉は物語を含んでいる。この象徴的題材、それはとりわけ、魅惑されたも
・ ・ ・ ・ ・ ・

の
・

の顔、『深紅色のカーテン』の手
・

にみられる。プルーストは1912年、ジャン＝ルイ・ヴォドワ

イエ宛に書く。「この奇妙で非常に生理学的なあなたの女主人公のはじらい、反対に私はそれを、

バルベーのすべての登場人物の肉体になぞらえたいのですが(私はこのことをあなたに直接会っ

て説明しましょう。というのもこの作家のことを語るのがとても好きだからです。)」プルースト

にたいするバルベーの影響をたどることは〈典型文〉に関するアルベルチーヌ(Ｂ)との対話の意

味を明らかにする。アルベルチーヌ(Ｂ)という登場人物は『失われた時を求めて』の計画と同時

に不可欠のものとして生まれたものだ。さらに、「1908年の手帳」とその注は『失われた時を求

めて』の執筆時期すべてに渡って〈典型文〉が意図的につかわれるということを証明する。そし

て、プルーストの書簡からも推測できるように、かれの精神の中ですべての原稿が保持され、

ゆっくりと小説の各ページがつくりつくりあげられるのだ。

　バルベーの芸術の中核をなす「この生理学的はじらい」は若いプルーストが『楽しみと日々』

の中の娘にあたえようとしたものだ。奇妙なことに「1912年の手帳」に含まれている表現は、す

でに1896年の「若い娘の告白」の草稿の中に思いだされる。いろいろな若者とつきあいのある娘

は、彼女の両親のそばで、「あらがうことのできない必然性についてふれないでおこうとする沈

黙」を守る。草稿では、「生理学的必然性に関してつつましやかな沈黙を保持していた。」とある。

　この下書きで名付けられた「生理学的はじらい」は、まさにはじらいによって決定稿では消さ

れている。純潔でいようとする決意は、決定稿ではつぎのように表現されている。「私はそのと

き徳のむずかしさを知った。」しかし、草稿では、「その週何度も絶対的で不可避の欲求であると

私に思われたものを私は何か月も満足させることなしにいた。」誘惑者があらわれる。「私は自分

がだめになってしまうのがわかった。そして抵抗する力はなかった。(決定稿)」草稿では、「私は

玉突き台でするだろうことをすぐに理解した。しかし、アプサントによって亢進された快楽のイ

メージが抵抗するまもなく私をとらえた。」抱擁が、宴会たけなわの隣の部屋でおこなわれていた。

　「やがて私のおじたちが、トランプ遊びを終え、もどってこようとしていた。わたしたちは、か

れらの先をこそうとしていた。(決定稿)」草稿では、「さいわいなことに、かれ(誘惑者)はすばや

くしてしまった。やがて、みんなはトランプ遊びを終えるだろう。そして、もどってこようとし

ていた。」

　同じ「生理学的はじらい」とはいうものの、草稿のୃږさ(Ⴚࣸさ)と๤べ、決定稿におけるဲ

文学作品における影響のひとつ
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制されたはじらい。それに、この同じ表現が1896年の草稿と1912年の手紙の中にみいだされる

という事実は、われわれにいくつかのことを教えてくれる。それは、バルベーの中に発見した手

法をプルーストが取りいれたのではないかということである。プルーストは1889年以後バル

ベーの小説を読み、直観的にかれの小説の特徴を明らかにする。1896年かれはこの技法をひと

つの中編小説の中で使おうとする。草稿とテクストを比較するとこの手法の二つの段階がみえ

てくる。1909年、13年前のエクリチュールの経験をふまえた最初期のようにバルベーの再読。

　そこから、暗中模索の理論的分析がでてくる。1912年再度の分析。1912年と1922年の間に

『囚われの女』の有名なパッセージの執筆。ここで、バルベーの小説発見というソースに言及し

ているが、『楽しみと日々』というエクリチュールの実験には言及していない。創造のメカニズム

は進化するものであり、以前の状態の崩壊の上に一新した姿をあらわすのだ。この点で、1896年

の草稿は、『ジャン・サントゥイユ』、『サント＝ブーヴに反論する』と同一平面上にあり、『失わ

れた時を求めて』はプルーストの作品中究極の有機体である。小説の円環は未刊の山に背をもた

せかけた一人の作家によって創造されるのである。読書、実験、再読、理論化、再び書くこと、最

後の作品に至るこの「生理学的はじらい」の地下水はプルーストの経験論と言ってよいのかも知

れない。プルーストにおける、創造行為と批評行為との関係はつぎのようなものであろう。創造

行為はつつましやかなものだ。これに比して、批評家は本質的に露骨なものだ。それは、目的と

して一つの作品の生理学を暴露することにあるのだから。作品は創造の秘密に関しては沈黙を

守る。作品は秘密を蔵する生成であり、批評は、作品から創造の秘密をひきだす目的、機能を

持っている。作品は原理的に創造行為がそのあらゆる注釈をこえているという点で豊かなもの

である。しかし、つつしみによる豊かさとはなんなのだろうか。これらの問いの究極の具現が

『囚われの女』の理論的ページである。

　「若い娘の告白」の末尾の官能性と有罪性を思いおこそう。「その時、ますます快楽に捕らえら

れる一方、心の底で限りない悲しみと嘆きが目覚めるのを感じました。21）」

　この1896年のパッセージをプルーストは記憶にとどめている。かれは『花咲く乙女たちのかげ

に』を書くとき正確にそれをおもいだすだろう。「私はこの家(ラシェル・カン・デュ・セニュー

ルが身をおく売春宿)へ行くのをよしてしまった。[…]なぜならそうした家具(レオニ叔母からう

けついだ)はわたしにとって生きているように思え、私に哀願しているように思われたからだ。22）」

　ひとつのテクストからもうひとつのテクストへ。同じ有罪性の感ૂがそのય徴として、ソ

έ͹ーを見いだした。有罪性をࠫએ化しているこのソέ͹ーをプルーストは『૬ࣄ૗のカーテ

ン』の中に発見したのだ。バルベーの小説とプルーストにおけるય徴のあらわれの間で、ྥܗな

プυセスが実生ڰの中でも׋൲をٳইした。とりあえ̴ソέ͹ーの書໤の上だけの࡙ܳについ

て考えよう。とがめられるべき快楽をય徴するこのソέ͹ーをプルーストは『૬ࣄ૗のカーテ

ン』の中にみいだした。ݝ௳のાਫ਼、༴သのાਫ਼と௽く。これがバルベーのソέ͹ーだ。ͺルベ

ルチーΤ(̋ )ൢ ಍前、「暗い୒૗のκυッ΋ڟの͊かでかいソέ͹ーに͇ころがって、そのつめた

さは׋൲のあとのఱ௄႖たい水ဵびのض࢘を私にもたらした。」ͅ ルベルチーΤ(̋ )がやってきた

とき「そのκυッ΋ڟは、官能的に๞女のျの背中の下できしみはじめた。」やがて、おそろし

い有罪性のાਫ਼、「それは私をࠣしいະհでふるえさせていた。」一方、プルーストのȲ私ȳは、

売春宿でかれの叔母のソέ͹ーに̿ܨいて「一人の女ঘ৪をๆす」という思いにとらわれる。ঘ

んだ女をๆすこと、それは『૬ࣄ૗のカーテン』の৽人࢖のかれの໐ؚでの行為である。バルベー、

プルーストၰ৪の状ޙの႒য性とય徴の同一性にわれわれは̿ܨく。実生ڰでは、バルベー、プ
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ルースト両者とも母親からソファーをもらいうけていた。『深紅色のカーテン』を介して「若い

娘の告白」と『失われた時を求めて』はつながっている。プルーストの〈私〉は永遠に失われて

しまったソファーの思い出につきまとわれる。「私はずっとあとになってから思いだした。何年

もまえにはじめて、私の小さな女いとことの愛の快楽を知ったのはこの同じソファーの上だった

ことを。」登場人物の関係では、逆ではあるが、同様の有罪性が「若い娘の告白」にすでにみら

れる。「この甥は15歳だったが、私は14歳だった。すでに非常に淫蕩で、すぐに後悔と官能性で

私をふるえあがらせることを教えた。」

　このように「若い娘の告白」は、のちの『失われた時を求めて』の中に入りこんでいて、ソファー

に象徴される冒瀆の場面を形づくっている。「若い娘の告白」の草稿のパッセージに注目しよう。
最後の誘惑に先立つ夕食の間、「迷ったクワガタムシが窓にそってぐったりと落ちていた。」そし

て彼女の母の死を喚起する瞬間、「窓にそってクワガタムシがいた。」このクワガタムシは、テク

ストの余白の幻覚的、神秘的なあらわれであり、有罪性の流産した抜け殻のようだ。

　実生活では、プルーストは両親の家具の一部を、アルベール・ル・キュジアに譲ったことも知

られている。セレスト・アルバレの証言23）によれば、プルーストはかれに1913年～1915年にソ

ファーを含む幾点かの家具を与えることになる。また1919年以後、プルーストは逆境のル・キュ

ジアを援助するために何点かの家具を売ろうとしたという。ル・キュジアに譲られた家具をのち

に、プルーストは娼家で発見することになるだろう。その中の一点の緑色のソファーは、プルー

ストの強迫観念に入りこんでいる。その強迫観念は、1919年の『花咲く乙女たちのかげに』で、

作品中に導入されるまで続く。

　バルベーの読み手である初期のプルーストは、芸術創造という観点からみるならばまだ模索中

の小説家である。前述の「生理学的はじらい」は、「若い娘の告白」の中で実践された。「私はこ

の開かれた窓のことをしばしば考える。『深紅色のカーテン』と同じくらい詩的な雨戸のことを。

そしてボーモン氏のパッセージはバルベーの挿話的な始まりをうまく利用しています。」「1908年

の手帳」は、「バルベーにおけるバルザック」のページを含んでいる。これは、おそらく『囚わ

れの女』の〈私〉の熟考を準備し、アルベルチーヌ(Ｂ)との会話における、「セヴィニェ夫人のド

ストエフスキー的側面」と重ねあわせて考えることができるものだ。そして、『サント・ブーヴ

に反論する』の中で語られるバルベーの小説がプルーストの美学の土台となっていたのだ。「美

しい本は一種の外国語で書かれている。各単語の下に一人一人が自分なりの意味をつける。し

ばしば反対のイメージを。私が魅惑されたものの羊飼いを読む時、マンテグナ風のボッチチェリ

の描いた人間を見る。それはバルベーの見たものでは全然ない。しかし、私の間違いから新たな

独創性が生まれ、美への進行を促進させる関係全体がうきあがってくる。24）」このアルベルチー

ヌ(Ｂ)との会話は、『サント・ブーヴに反論する』の注と同様の内容である。

　バルべーは、このようにプルーストの審美学のばねになっている。『サント・ブーヴに反論す

る』の注、「1908年のノート」のページ、1912年のヴォドワイエ宛の手紙、それらは『囚われの

女』の織り糸となっている。

　まとめるならば、プルーストが作家生活を೒じてバルベーを読むことによって会ංした教えは

つ̨のようなものである。૤情の間ᗰの発見、生理学的、૤理学的、美学上の発見。バルベーに

おける〈生理学的はじらい〉に関して小説のエクリチュールのࡑࠐ的ౝݪ、その中に読書、書く

こと、理論化、ठ読の੨౲ٴがとけこみ、文学ນ象のୈ神が実࡛される。有罪性の感情は『深紅

色のカーテン』の読書ࡑࠐの深層にかくされているが、『失われた時を求めて』の中でࢦ妙な͕
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のめかしの中にその顔をのぞかせている。たとえば、ジュヌヴィエーブ・ド・ブラバンの伝説は

幻灯でうつしだされるのだが、それは邪悪な意図をもった執事によっておとしいれられる無実の

母親の物語であり、〈私〉の母親が読み聞かせる『フランソワ・ル・シャンピ』は捨てられた子

供の義母へのうまれつつあるインセストな愛を描いている25）。また、コンブレのサン＝チレール

教会の地下聖堂はオギュスタン・ティエリが『メロヴィンガ王朝史26）』の中で叙述しているよう

に王女の虐殺の舞台として想定されている。この地下聖堂は、『深紅色のカーテン』でのアルベル

チーヌ(Ａ)の死、「若い娘の告白」の母親、娘の死を連想させ、精神分析学的観点からも興味をひ

くが、その言及はプルーストにおけるセクシュアリティーとのつながりを示唆する。「若い娘の

告白」の草稿ではクワガタムシ、『失われた時を求めて』ではソファーという現象をとおしてエ

クリチュールは有罪性を表象する。この過程は、批評的言語と創造的沈黙との間、いいかえるな

ら見出された時と失われた時との間に横たわる関係に等しい。おわりに、つぎのことを確認して

おこう。囚われの女との会話で、われわれ読者は〈私〉によってアルベルチーヌ(Ｂ)の物語に誘

われる。アルベルチーヌ(Ｂ)は〈私〉に愛のてほどきをし、そのときかれ自身はアルベルチーヌ(

Ｂ)に、文学に関するレクチャーをする27）。ここには交替する状況、アルベルチーヌの変貌、継起

する誘惑―鏡のたわむれともいえる創造行為の発展が見られる。作家という位置に身をすえプ

ルーストはアルベルチーヌ(Ｂ)にたいして文学の手ほどきをする。かれは両親にもはや自分の咎

ある愛を隠す必要はない。ここで重要なのは自分の創作の秘密をあかすことによって読者を誘

惑することだ。バルベーの小説で誘惑の手くだという点であれほど大きな役割をもっていると

考えられるアルベルチーヌ(Ａ)の過去はいかなるものであろうか。小説の法則は読者が永久にそ

れを知らないことをのぞむのだ。だが、その影響力がプルーストの全生涯続く『深紅色のカーテ

ン』という作品は、芸術創造の秘密にアルベルチーヌ(Ｂ)を導入する偉大な作家の過去についてわ

れわれの好奇心を刺激せずにはおかない。その『囚われの女』はプルーストの以前の創作活動の

全段階の積み重ねによってできていることは明らかであろう。登場人物たちが『見出された時』

で時間の竹馬にのぼるだろうように28）、創造の竹馬にのった小説家はそこでバランスをとり、か

くされた愛にも、その愛がひきおこす有罪性にももはや恐れをいだかない。かれはいまや偉大な

文学作品のひとつを書いたことを知っている。アルベルチーヌ(Ｂ)を透かして、かれは匿名の犀

理で批評的な読者を見据えている。プルーストは自分の作品の鍵を読者に渡すのだ。

注

１）Marcel Proust, Contre Sainte-Beuve, folio essais（N°68）, Gallimard, 22-09-1987.
２）Marcel Proust, À la recherehe du temps perdu, éd. Jean-Yves Tadié, Gallimard,  I,4 vol. , 1987-1989（以下 RTP と
略記）.

３）Michel Butor, O euvres complètes de Michel Butor, Paris : Éditions de la Différence, 2006-2011, 13 volumes.
４）Barvey d'Aurevilly, O Eurres romanesques complètes de Barbey d'Aurevilly I I,《Bibliothèque de la Pleiade》,Gallimard, 
1966. Le rideaucramoisi.（以下, O euvres de Barbey と略記する。）

５）RTP, Ⅲ, p.877.
６）RTP, Ⅲ, p.887.
７）Les diaboliques, in O eurres de Barbey.
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９）Le chevalier des Touches, in O euvres de Barbey
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